
 

令和 7年度 佐賀大学付属小中学校教育研究発表会 

音楽科当日資料 

 
 

2025年 7月２４日（木） 

公開授業Ⅳ   9：20～10：05  ３年３組（音楽室） 

授業研究会③ 11：20～12：30 

佐賀大学教育学部付属小学校 

教諭   井手 智恵美 



🎵「 ちいきにつたわる音楽でつながろう 」本時に至るまで🎵 

１時間目  

 【 板 書 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ワークシート 】 

 

【 振り返り 】 → 「音楽的価値の更新をみとる振り返りの視点」①②③をもとに抽出 

  ➀楽しい音楽は速度が速くて反ぷくがあり変化があったけれど、〇〇さんが言っていた曲の山を考えるとふ

だん聞く楽しい音楽にはたくさんの曲の山があった。 

  ➀〇〇くんのはげしいリズムがあるから明るく陽気でおもしろいという意見で、注目してきいたら本当 

だったのですごいと思った。 

  ②いろんな音が重なりあった楽しくようきな曲になったけど、リズムなどの理由が〇〇さんと同じで、同じ

ことを考えていてうれしかった。 

③友だちはそくどがはやくなることでたのしくなるといっていたけど、わたしはおとがかさなったら楽しく

なると思いました。 

 

1 時間目は、「神田囃子」を聴

取することで、祭り囃子の特徴

を捉える学習を行った。児童に

とって祭り囃子の音楽は身近な

ものではなかったため、祭り囃

子の定義をしっかりと押さえて

いった。「神田囃子」を聴いて気

付いたこと、感じたことをもと

に、「なぜうきうきするのか」を

「速度」「リズム」「音色」とい

った音楽を形づくっている要素

に注目して考えた。 



２時間目  

 【 板 書 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ワークシート 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 振り返り 】 

 ➀〇〇さんが「たいこ、かね、ふえは日本のがっき！」と 

言っていました。わたしは、たしかに日本のがっきだと 

思ったし、ピアノやトランペット、おおだいこの音色 

だとまつりばやしのよさやおもしろさは伝わらないと 

思った。 

 ➀〇〇さんが、ながどうだいこのさいごのドンがあった 

から楽しくなった、と言っていて、もう一回きいてみると、たしかにそうだと思いました。 

 ⓵ぼくは今日のべんきょうで、リズムをかんがえてみました。でも、ともだちがリズムだけだともったいな

いからへんかにもちゅうもくしてみるといいよといってくれました。なのできいてみるとおもしろかっ

たです。 

 ②〇〇さんの「海外とちがって、日本らしい」という言葉が心にのこりました。なぜなら、日本らしい曲だ

なーと自分も思っていたからです。 

 ③〇〇ちゃんがおまつりの音色は楽しい音色といっていて、そうなんだと思いました。わたしはきれいな音

色だな、と思って聞いていました。 

２時間目は、「神田囃子」の締め太鼓のリズムを口唱歌

で歌う活動を通して、祭り囃子の音色やリズムに親しむ

学習を行った。締め太鼓の口唱歌を歌うことで、祭り囃子

のリズムや音色に親しむだけではなく、拍を感じる様子

が見られた。また、締め太鼓だけではなく、「長胴太鼓」

「篠笛」「鉦」の口唱歌にも触れ、実際に口唱歌を重ねて

みることで、異なる音色に注目したり、それらの音色がし

っかりと重なることが大切であることに気付いたりして

いた。さらに、日本ならではの楽器の音色が、日本の祭り

囃子を特徴づけていると考えた児童もいた。 



３時間目  

 【 板 書 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ワークシート 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 振り返り 】 

 ①さいたまけんのまつりばやしは速くて、くり返しが多いまつりばやしで、 

自分はすきでした。友だちが好きだと言っていたまつりばやしはゆっく 

りだったけど、それもよさがありました。 

 ②〇〇さんはいろいろな曲をきいて、ぼくの好きなのもいいといってくれたのでびっくりしました。同じ感

じ方の人がいてうれしかったです。 

 ③〇〇くんのは、リズムで、リズムがあったらたのしくてワクワクしてたのしいみたいなことをかいていて、

もう一回きいてみたらリズムがあってワクワクたのしそうだなとわたしとはちがうけどいいなと思いま

した。 

③〇〇さんはくり返すのが楽しいと言っていたけれど、わたしは一番そくどやリズムのへんかがあったとば

たぎおんばやしがいいと思った。リズムやそくどの変化があった方が楽しいとわたしは思うからです。 

 

３時間目は、「祇園囃子」と「ね

ぶた囃子」、そして日本各地の祭

り囃子を比較聴取することで、

日本の祭り囃子の特徴について

考える活動を行った。前時で日

本の祭り囃子を特徴づけている

ものの一つとして「和楽器」と

いう考えがでてきていたため、

楽器の音色に注目して聴く児童

が多かった。同じ楽器でも、た

くさんの種類があり、地域（祭

り）によって使われるものが違

ったり、組み合わせ方がちがっ

たりすることが、日本の祭り囃

子を特徴づけながらも、それぞ

れの祭りの独自性を生み出して

いると考えた児童もいた。 



４時間目 → きいたことのある佐賀県の祭り囃子や、興味のある佐賀県の祭り囃子を調べる。 

【 振り返り 】→個人での調べ学習のため、協働に関する記述はなし。 

・今日のじゅぎょうでおくんちの色々な事が知れた。毎年聞いているけど、２、３日しかないのがかなしいけれ

ど、お母さんのスマホでいつも聞いている。 

・佐賀のおまつりもいろいろとあるのがしれたし、一つ一つちがうのはあまりまえだけど、見たことないがっき

みたいのがしれた。 

・おまつりには「くんち」「ぎおん」「ふりゅう」などがあって、音楽がちがう。どれもまつりをもりあげていて、

はやくてもおそくてもいいまつりになっている。 

・私は高木はちまんぐうのおまつりがあることをしらなくて、しかもわたしは高木せにすんでいるので、本当は

いっていておぼえていなかっただけだった。 

・おまつりの音楽は速度が速いものがおおいと思っていたけれど、いがいとおそいものもあっておどろいた。 

 

５時間目  

【 板 書 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ワークシート 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４時間目は、行ったことのある祭りを

中心に、佐賀県の祭り囃子について調べ

る活動を行った。また、保護者に協力し

てもらい、児童の行ったことのある祭り

について教えてもらい、動画から音を録

音し、サウンドライブラリーに収集し

た。5 時間目は収集した音楽を聴き合い

共通点や違いについて話し合い、佐賀県

の祭り囃子のよさを感じ取る学習を行

った。また、教師のサウンドライブラリ

ーとして「唐津くんち」を紹介し、同じ

「唐津くんちの祭り囃子」でも、祭りの

状況や、それぞれの曳山の特徴によって

リズムや強弱、速度が変わることを捉え

る学習を行った。音を聞いた後に実際の

映像を流すことで、曲想との関係につい

ても捉えられるようにした。 



【 振り返り 】 

 ①唐津くんちの音楽をききくらべて、〇〇くんが歩く速さは同じなのに、おはやしの速度はちがうといって

いて、たしかにそうだと思った。重いやまはゆっくりとしたまつりばやしだときいてなっとくした。 

 ➀〇〇くんとして、てんつくまいふりゅうのがっきはふえとたいこなんじゃないっていっていたからいざき

いてみると、たしかにふえとたいこがつかわれているようにかんじた。たいこが小さくなったり大きくな

っていてリズムをおぼえやすかった。 

 ➀〇〇ちゃんが「かねふりゅう」と「はまさきぎおん」をくらべるとちがいが分かるよと言っていて、きい

てみるとそくどがはやくてへんかしているときづいた。 

 ➀わたしははまさきぎおんとからつくんちはにているなって思ってたけど、〇〇さんがはまさきぎおんの方

がすこし速いよと言っていて、きいてみるとたしかに速度にちがいがあった。 

 ②今日のべんきょうでいろいろな音楽をきいて、やっぱり佐賀市の音楽が好きだと思った。なぜなら音色が

重なってきれいだから。〇〇さんと同じいけんだったのでうれしかったし、佐賀市の人は佐賀市の音楽が

好きなのかもと思った。 

 ③〇〇君はやまをひく速度によっておそかったり速かったりするのがおもしろいと言っていてたしかに、と

思った。けれど、自分がおもう一番のおもしろさは、とてもにているまつりばやしのせんりつが佐賀県に

たくさんあることだと思った。 

③ぼくは「ひーでんぎおん」の気付いたことと感じたことは〇〇くんとちがいました。〇〇くんはりょうほ

うともたいこの音色のことで、ぼくは速度のことで、自分の感じかたはちがうと分かりました。 

他：山かさのおもさとか、にほんのまつりはいっぱいあって、もうすぐ歩くとか、いろんなつたえかたがあ

って、音楽にとっても意味がつまってていいなと思いました。 

 

【 授業の様子 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６時間目  

【 板 書 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ワークシート 】 

 

 

【振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 振り返り 】 

①自分はさい初とさい後の 8 拍を後から 2 番目意外同じにしてつなげたときにおもしろくなるようにした。〇

〇さんがやまをつくっていたので、3 こ目をとても大きな山にして他とちがってさい後をラにすると、自分

にとっていいのができた。 

➀〇〇ちゃんの「レードーレドレ」がはんぷくしていて、ひきやすいのにもりあがるし、楽しいかんじですごい

と思いました。私もこんど２つの音だけなのに、もり上がるし、楽しいかんじのまつりばやしを作りたいで

す。 

➀〇〇ちゃんのせんりつがおりてのぼってのくりかえしみたいですごくおもしろかったです。あと、ひいてみ

たんですけど、すごくひきやすかったです。わたしのせんりつはちょっとふきづらかったです。 

②ほかの人のやつをみんなでひくとリズムとねいろがかさなりあって、楽しいせんりつになりました。 

６時間目は、「ラ」「ド」「レ」の３つ

の音を使って 2 小節の祭り囃子をつく

る学習を行った。学習の初めに、今まで

の学習をもとに「祭り囃子のよさ」につ

いて考えた際には、児童から日本のま

つりばやしには「思い」や「歴史(伝統)」、

「意味」があるという意見が出た。ま

た、それらを伝える役目が「音(祭り囃

子)」である、と考えた児童もいた。 

旋律づくりでは、「曲の山」を意識し

ながら祭り囃子の旋律をつくる児童の

姿が多く見られ、前単元の「旋律」の学

習と「祭り囃子の旋律づくり」の学習が  

 回遊する姿が多く見られた。 



②〇〇くんとつくったやつがいっしょでびっくりしました。せんりつのやまのようにつくってみたら、とても音

色がきれいだった。何人かのせんりつを合わせると、音の重なりがあって音色がとてもきれいでした。 

③〇〇さんの「レドラ」という下がる山と「ラドレ」っていう上がる山があっておもしろかったけど、それだけ

ではなくて、わたしはこれをくりかえすことでもっといいまつりばやしになると思う。 

他：まつりばやしをつくって、たいせつなポイントは思いなのが分かった。思いは、これをつくってたのしくな

るといいな、ノリノリになるといいな、といういい思いでいい音楽ができる。(れいな) 

７時間目 「つくった旋律を班のメンバーでつなげ、思いにあった旋律をつくる。」 

【 板 書 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 振り返り 】 

①〇〇さんたちのはんが２しょうせつ目と３しょうせつ目がつながっている感じがして、自分たちのはんのを

一度見るともっとよくできそうな所がみつかったので、つぎは見つかったところをくふうしてやりたい。 

➀５はんとやって、くりかえしがあるといいっていってくれて、やったら本当でした。ぎゃくに５はんはくり

返しがあってきれいでした。 

②わたしたちのテーマがわくわくで、〇〇さんにきかせると「ちゃんとわくわくする」と言ったので、この速

度でするとわくわくすることが分かった。 

 

【 授業の様子 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

８時間目 → そして、本時へ・・・ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日はお忙しい中でご参加いただき、 

誠にありがとうございました。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


